
本誌の文章や写真の転載・Webでの公開などを一切禁止します。

　暑い夏の日、物質生物科学科を卒業され
た堤恵梨香さんを訪ねました。向かった先
は神楽坂にあるお勤め先のゼブラ株式会
社。受付にいる会社のシンボル、シマウマ
のぬいぐるみがとてもチャーミングです。
近年多くの人が重視し始めている「働き方」
に関わる仕事をされている堤さん。そのあ
たたかな心遣いに触れてきました。

文具が好き！

　学生時代の一番の思い出は、3年生の授
業で行った遺伝学実験です。実験の手順
から実験に必要なものの下準備まで、全て
自分たちでやりました。きつくて辛いことも
あったけれど、実験の成功が目的ではなく、
失敗したらなぜ失敗したのかを皆で考える
など、大きく成長することができました。
　今の会社を選んだきっかけは、就職活
動中に「自分の好きなことはなんだろう」
と振り返ったことです。書くことや文具が
好きだと思い当たり、それでは好きな文房
具業界を覗いてみようと就活をしたとこ
ろ、ご縁がありゼブラに入社しました。就
活を通して自分の好きなものに目を向ける
ことができて良かったと思います。

思いが形になるうれしさ

　入社当初は研究部でインクの開発をし
ていました。やりがいはありましたが、や
がて社会に出たからには世の中に何か寄
与できる仕事がしたいと思うようになり、
5年前に人事部門に異動しました。
　今は社員の能力を生かす・伸ばすため
の制度を整え運用する仕事をしています。
例えば、再雇用制度や社員の能力開発に
関する制度の設計や運用に携わっていま
す。社員から制度への反響があるとうれし

いですし、社員のために思いを込めて行っ
た仕事が形になることにやりがいと喜びを
感じています。
　これからも働く人々を能力を生かし生活
を守ることで、社員も会社も共に成長しな
がら長く働ける環境を整えていきたいです。

今の時間は宝もの

　大学時代を振り返るとあっという間でし

た。学生の皆さんはたくさんの時間と自由
を持っています。失敗を恐れず、喜怒哀楽
いろいろ経験し、やりたいことに突き進ん
でいってほしいと思います。
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ゼブラ株式会社　マネジメントソリューション本部
HRM部　人事運用課

堤 恵梨香  さん
Tsutsumi Erika

プロフィール
2006（平成 18）年 3 月　理学部物質生物科学科卒業、2008（平成 20）年 3 月、東京大学大学
院理学系研究科生物科学専攻 修士課程修了。同年 4 月、ゼブラ株式会社入社。研究・開
発職を経て 2013（平成 25）年 4 月から現職。

「学園ニュース」へのご意見・ご感想などがおありでしたら、
下記までお寄せください。

入学・広報部広報課
〒 112-8681 東京都文京区目白台 2-8-1　
Tel. 03-5981-3176   Fax. 03-5981-3164
E-mail : postmaster@atlas.jwu.ac.jp
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Message

今月の表紙 成瀬記念講堂 耐震改修工事落成式
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インタビューを終えて

本社に赴くということで緊張していまし
たが、堤さんの優しいお人柄でリラック
スしてインタビューすることができまし
た。子育てと仕事との両立など、今後の
自分の人生において参考になるお話もた
くさん聞くことができ、とても貴重な機
会でした。私もまずは興味のあることに
どんどんチャレンジ
していきたいと思い
ます。

取材・文・学生記者
文学部
史学科 2 年

勝山 友紀子

8月末に耐震改修工事が修了した成瀬記念講堂。9月22日（土）に落成式が執り行われました。当日は成
澤廣修文京区長をはじめ、この工事に尽力した企業の方々、そして卒業生や本学関係者が多数参列いただ
きました（詳細は次号掲載）。会終了後は、ご自身の名が刻まれた銘板プレートを探し、写真に収める姿が
印象的でした。今後も、一定のご寄付をくださった方でご希望があれば、お名前を刻んだ銘板プレートを講
堂の座席背面に掲げることができます。皆さまの篤いお志をお寄せくださいますよう、お願い申し上げます。

カラフルな文具とシマウマが迎えてくれる親しみやす
い本社エントランス


